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波長可変レーザーはセンシングや分光の光源として広く使用されており、その特性として高速

性や広帯域な波長可変幅、小型であることなどが求められる。これらを満たす光源として、我々

のグループでは VCSEL (vertical cavity surface emitting laser)に MEMS (micro electro mechanical 

system)技術を応用した MEMS-VCSEL を提案している[1]。MEMS-VCSEL の課題として、共振器

の対称性による波長掃引時の偏光スイッチングが挙げられる。これまでに我々は、共振器の回折

損失に偏光依存性を有する Au スリット構造を共振器内に導入し、偏光スイッチングを抑制する

効果を計算と実験の両方により示しているが[2]、偏光選択性のための構造最適化は試みられてい

なかった。そこで今回我々は、Auスリット構造の形状が偏光選択性に及ぼす影響をシミュレーシ

ョンにより検討したので報告する。 

偏光による回折損失差が大きくなる Auスリットの条件を検討するため、Auスリットを有する

共振器に関して 2D の有限差分時間領域法によるシミュレーションを実施した。モデルを図 1 に

示す。共振器の一方のミラー上に Auスリットを配置し、その断面図を 2Dモデルとした。シミュ

レーション条件は、共振器長を 8 µm、入射光の半値全幅を 8 µm、波長を 1.6 µmに設定し、Auス

リットに対し平行な y成分(TE モード)と、スリットに対し垂直な x成分(TMモード)の電場を計算

し、その結果を用いて共振器の回折損失を定量化するために TE, TM モード毎の減衰率を計算し

た。今回は構造パラメータとして Au スリットの間隔、厚さ、幅を選択した。減衰率の計算によ

り偏光の回折損失差が構造パラメータによって変化する結果が得られ、Auスリット構造により偏

光選択性を最適化できる可能性が示唆された。図 2に構造パラメータとしてAuスリット間隔 2 µm、

Auスリット幅 9 µm、厚さ 0.4 µmの場合の電場強度の減衰を示す。発表ではその他のシミュレー

ション結果も報告する。 
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 Figure 1: Simulation model.     Figure 2: Attenuation of light. (a)TE mode, (b)TM mode 
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